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目的：人口減少時代において、河南町の持続可能性を確保すること

河南町の特長

『あなば』を磨くための重要分野

まちづくりの最上位計画の中に位置づけるべき基本的分野

医療・保健 全世代型福祉

インフラ整備

安全・安心

農業振興 観光・商工業振興

行政の効率化・高度化

子育て・教育
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『あ・な・ば』

な



新しいまちづくり計画の骨子（案）

河南町の特長

知ってまっか、意外と住みやすい『あ・な・ば』

➢大阪市内から車で約１時間という利便性 ➢狭小住宅や待機児童などの都会に見られる
子育て上の問題が少なく、地域コミュニティ
における支援も存在

➢葛城山系の麓に、水田や畑が広がる自然豊かな環境と歴史

河南町の特長は、これらの要素が共存していること



新しいまちづくり計画の骨子（案）

『あ・な・ば』を磨くための重要分野

なじめる

あそべる

大都市近郊にある豊かな自然や歴史などを、より多くの人に認知・体験してもらう

➢世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」と関連の深い近つ飛鳥博物館や遺跡等の活用

➢自然体験型観光の振興

➢河南町の魅力再発掘に向けた、大学や企業との連携事業の検討

はぐくめる

子どもは夢を持って成長できる、大人は自分の希望するライフスタイルを実現できる環境を整備する

➢教育・保育の質のさらなる向上

➢子育て支援施策の、ニーズを踏まえた見直し・改善

➢生活環境・ライフステージの変化に応じた学び直しの機会の充実

➢地域コミュニティの形成や活動の支援

河南町に住んでいる人、住みたい人、興味を持っている人との双方向のコミュニケーションを実現する

➢河南町の施策や魅力の発信力強化

➢IT化推進による利便性向上や住民とのコミュニケーションの改善

➢河南町に住みたい人、興味を持っている人に対するアプローチの改善


